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南  一弘

ですから無理ありません。

長い将来を考えての街づくりのために何

を取捨選択するのか決断を早くするのは

重要です。何事も先送りすることが好き

な国民ですが、現代のスピードが速すぎ

るからこそ、先手先手が必要なのです。

広島は2度目の紹介です。旧友と美味し

い食事を堪能し夜の街を楽しんで歩きな

がら、ふと気になったことがあります。そ

れは、この街を形づくるインフラの1つ

「路面電車」のことです。

路面電車は、広島の街のみならず他の多

くの地方都市でも見られる交通手段。市

民の足としてだけではなく、訪れる観光

客にとっては街の顔として愛され、大きな

集客装置とも言えるでしょう。小生（大阪

出身）の子供の頃は、どの都市でも生

活に密着した存在でした。今でもノスタ

ルジーに駆られ路面電車のある都市に訪

れると無理をしてでも利用しようとする

ほど。都会の喧騒の中をのんびりと走る

車中で優雅な気持ちになり心が癒される

からです。心の奥底で存在意義を十分に

感じているので、もし廃線の話が起こっ

たらいの一番に反対の狼煙をあげてしま

うかもしれません。

でも都市の利便性から考えると、さてど

うでしょうか？

「こればっかりを追い求めるから街は無

味乾燥としたものとなり情緒と言うもの

がなくなった」「だからどの街も金太郎

飴を切ったように特色もない同じ顔なの

だ」、これは小生の持論でありこれが言

いたいために色々な街を歩いているので

すが…。

例えば、サンフランシスコではまさに街の

シンボルです。これは街の特徴をつくる

仕掛けして計算されてあり、市民の利便

性を目的としていると言うよりも観光客

向けに非日常の魅力と楽しみ、旅の思い

出を与える産業的機能ということです。

以前廃線になったようですが市民のラブ

コールで復活を遂げたのも、街の発展と

今後の街づくりを考え選択したのでしょ

う。これこそが観光と都市計画の共存で

す。

小生が感じたのは、路面電車に乗ってい

る時と、それを横目で見てタクシーを利

用した時の“違和感”です。カタコト走る

健気な電車でビジネス中心街に向かうの

は、それで良いのかな？もう少しビジネ

スと観光・レジャー、日常と非日常とで

分けてはどうなのかな？と…。

ここ大都市広島（人口で規模で国内11

番目）においては他の都市とは少し違う

やり方があるような気もします。「路面電

車」が堂々と存続するためにも。このシ

リーズのテーマ―の1つに歴史と開発の

共存があるのですが、どうもわれわれは

うまくないようです。それは木造建築の

歴史とコンクリートの開発が共存するの

路面電車。車両形状は移動手段としての利便
性追求から、観光要素としての楽しさを追求
したもので良いと思う
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